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コンクリート組成差異に起因する線量率感度解析に係る感度解析データの拡充と、既実施済み検討結果の

追加検討を実施した。 
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1. はじめに 

コンクリート組成差異に起因する線量率感度解析について、既実施済み検討では、コンクリート製造の

配合変動や水分量変動の線量率に与える影響を、原子炉施設の中性子及びγ線源に対して実施した。これ

に加え、既往コンクリート組成と平均的組成の差異や、中性子の水による上方散乱による、線量率への影

響検討を行い、遮蔽コンクリート代表組成策定のための参照データを拡充した。 

2. 感度解析 

2-1. 組成差異による線量率影響 
既存コンクリート組成に対する線量率解析を、

原子炉施設の線源に対して実施し、既実施済みの

平均コンクリート組成（F02HT）に対する結果を

比較した(図-1)。その結果、軽元素以外の影響は

小さいと判断したが、さらに典型的な組成に対す

る検討を今後追加し、説明性を向上させる。 
2-2. 熱中性子上方散乱の線量率影響 

熱中性子の上方散乱によるコンクリート透

過後の線量率影響について、水による上方散

乱のメカニズムを踏まえて検討した。 
検討では、MCNP を用いて、コンクリート領

域を水分のみとし上方散乱計算を実施した。 
この結果と、既実施済み ANISN 結果から熱中性子の線量率寄与を算定し、コンクリートで起こり得る最

大の上方散乱影響を推定評価した。その結果、数%以下の影響であること判断された。 
2-3. 20MeV 以下の加速器施設の検討 

医療用加速器施設について、配合変動及び水分変動の線量率影響について検討し、データ拡充を行った。 
3. 標準作成のための今後検討 

今後、組成の差異による線量率影響検討を拡充するとともに、これまで実施した感度解析データの、遮

へいコンクリート標準組成の提案での位置づけと参照方法について明確にする。 
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図-1 組成の差による線量率影響評価事例 
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